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今
任
期
最
後
の
議
会
が
閉
会

 

２
月
１
６
日
に
開
会
し
た
３
月
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月

９
日
に
閉
会
し
、議
員
の
任
期
で
あ
る
４
年
間
の
最
後
の
議
会

が
終
了
し
ま
し
た
。 

 

平
成
２
３
年
３
月
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、平
成
２
２
年

度
補
正
予
算
議
案
、
平
成
２
３
年
度
関
係
議
案
（
当
初
予
算
・

一
般
議
案
）
４
６
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
一
般
会
計
は
前
年
度
当
初
予
算
対
比
で
、
歳
入
は
、
市
税
が

約
１
７
億
円 

２
．
２
％
減
少
を
見
込
み
、
当
初
予
算
で
は
、
６

年
ぶ
り
に
普
通
交
付
税
を
計
上
す
る
な
ど
、
財
源
の
確
保
は
以

前
に
も
増
し
て
厳
し
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
歳
出
は
、
４
．
５
％

増
の
１
，
４
８
９
億
７
，
０
０
０
万
円
と
な
り
、
生
活
保
護
扶
助

費
や
子
ど
も
手
当
の
支
給
拡
大
な
ど
に
よ
り
民
生
費
が
一
般
会

計
予
算
の
４
割
を
超
え
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
は
、
今
任
期
最
後
と
な
る
議
会
で
、
自
民
党
を
代
表
し
て

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

 

 

 
平成２３年度当初予算歳出内訳 

一
括
答
弁
す
る
一
括
質
問
方
式
に
加
え
、

大
き
な
設
問
ご
と
に
質
問
と
答
弁
を
繰

り
返
す
一
問
一
答
方
式
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
傍
聴
席
前
に
は
大
き
な
画
面
を

置
き
、
だ
れ
が
質
問
し
、
答
弁
し
て
い
る

か
が
わ
か
る
よ
う
に
モ
ニ
タ
ー
で
は
議
員

の
名
前
や
所
属
会
派
名
、
答
弁
者
の
役
職

な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

改
選
後
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を

導
入
す
る
な
ど
、
さ
ら
に
議
会
の
公
開
性

を
高
め
て
い
く
予
定
で
す
。

今
任
期
中
に
は
、
議

会
改
革
の
一
環
と
し

て
、
対
面
式
の
質
問
が

で
き
る
よ
う
に
議
員

席
側
に
質
問
席
（
写

真
）
を
作
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
、
議
員
が
議

長
席
の
前
で
一
括
質

問
し
、
理
事
者
が 



 

任
意
合
併
協
議
会
か
ら

法
定
合
併
協
議
会 

鳩
ヶ
谷
市
議
会
・
川
口
市
議
会
で
の 

合
併
に
関
わ
る
議
案 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

響（ひびき） 

 

鳩
ヶ
谷
市
と
の
合
併
を
振
り
返
る
と
、
昭

和
１
５
年
に
合
併
、
２
５
年
に
分
離
、
ま
た
、

７
年
前
に
は
、
蕨
市
を
含
め
た
３
市
の
合
併

協
議
が
、
最
終
的
に
破
綻
し
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。 

 

そ
の
後
、
鳩
ヶ
谷
市
で
は
、
平
成
１
８
年

１
０
月
の
市
長
選
挙
で
、
川
口
市
と
の
合
併

に
積
極
的
で
あ
っ
た
木
下
市
長
が
当
選
し
、

平
成
１
９
年
４
月
に
合
併
推
進
室
を
設
置
し

ま
し
た
。
平
成
２
１
年
１
月
３
０
日
に
は
、

鳩
ヶ
谷
市
長
・
鳩
ヶ
谷
市
議
会
議
長
の
連
名

に
よ
り
、
川
口
市
長
・
川
口
市
議
会
議
長
に

対
し
合
併
協
議
の
申
し
入
れ
が
行
わ
れ
、
川

口
市
で
は
、
平
成
２
１
年
４
月
、
総
合
政
策

課
に
、
合
併
担
当
職
員
を
３
名
配
置
し
ま
し

た
。 

 

そ
の
後
、
平
成
２
１
年
１
１
月
１
７
日
に

鳩
ヶ
谷
市
長
か
ら
「
編
入
合
併
」
と
す
る
な

ど
合
併
協
議
に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
と
任

意
合
併
協
議
会
設
立
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、合

併
の
是
非
を
含
め
た
協
議
の
場
と
し
て
、
平
成

２
１
年
１
２
月
２
４
日
に
「
川
口
市
・
鳩
ヶ
谷

市
任
意
合
併
協
議
会
設
立
会
及
び
第
１
回
任

意
合
併
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

鳩
ヶ
谷
市
と
の
合
併

 

任
意
合
併
協
議
会
は
平
成
２
２
年
９
月
２
８
日

ま
で
に
１
１
回
開
催
さ
れ
、
引
き
続
き
同
日
に
第

１
回
法
定
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
２
３
年
１
月
１
３
日
の
第
３
回
合
併
協
議

会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
提
案
さ
れ
た
合
併
協
定
項

目
が
す
べ
て
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
両
市
の
合
併

の
是
非
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
、
合
併
期
日
に
つ
い
て
、
川
口
の
日

「
１
１
月
１
０
日
」、
鳩
ヶ
谷
市
に
ち
な
み
「
８
月

１
０
日
」
な
ど
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
電
算

シ
ス
テ
ム
の
統
合
等
に
時
間
が
必
要
な
た
め
、
市

民
の
方
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
三
連
休
明

け
の
１
０
月
１
１
日
に
合
併
す
る
と
の
意
見
が
多

く
、
協
議
会
で
は
合
併
を
「
是
」
と
す
る
こ
と
で 

鳩
ヶ
谷
市
議
会
で
は
、
平
成
２
３
年
２
月
１
８
日
の

第
１
回
鳩
ヶ
谷
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
川
口
市
と

同
様
の
合
併
関
連
の
４
議
案
が
、
記
名
表
決
の
結
果
、

賛
否
同
数
に
よ
り
議
長
裁
決
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、「
鳩
ヶ
谷
市
が
川
口
市
と
合
併
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
条
例
」
は
、
記
名
表

決
、
賛
否
同
数
に
よ
り
議
長
裁
決
で
否
決
と
な
り
ま
し

た
。 川

口
市
議
会
で
は
、
次
の
合
併
関
連
４
議
案
が
３

月
市
議
会
定
例
会
の
追
加
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、

３
月
９
日
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 ①
川
口
市
及
び
鳩
ヶ
谷
市
の
廃
置
分
合
に
つ
い
て 

 
 

平
成
２
３
年
１
０
月
１
１
日
か
ら
鳩
ヶ
谷
市
を

廃
し
、
そ
の
区
域
を
川
口
市
に
編
入
す
る
こ
と
を
埼

玉
県
知
事
に
申
請
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。 

 

②
川
口
市
及
び
鳩
ヶ
谷
市
の
廃
置
分
合
に
伴
う
財
産

処
分
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て 

 
 

鳩
ヶ
谷
市
の
財
産
を
す
べ
て
川
口
市
に
帰
属
さ

せ
る
こ
と
を
、
鳩
ヶ
谷
市
と
協
議
の
上
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。 

鳩
ヶ
谷
市
と
の
合
併
の
経
緯

決
定
し
ま
し

た
。 そ

の
後
、
平

成
２
３
年
１

月
２
８
日
に

埼
玉
県
知
事

の
立
会
い
の

も
と
「
川
口

市
・
鳩
ヶ
谷
市

合
併
協
定
調

印
式
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

鳩ヶ谷市庁舎 



 

 
響（ひびき） 

 

③
川
口
市
及
び
鳩
ヶ
谷
市
の
廃
置
分
合

に
伴
う
議
会
の
議
員
の
定
数
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て 

 
 

川
口
市
議
会
の
議
員
の
残
任
期
間
に

相
当
す
る
期
間
に
限
り
、
川
口
市
議
会

の
議
員
の
定
数
を
増
加
し
、
鳩
ヶ
谷
市

の
区
域
を
そ
の
区
域
と
す
る
選
挙
区
を

設
け
、
５
人
の
増
員
選
挙
を
行
う
こ
と
、

増
員
選
挙
は
１
回
限
り
と
す
る
こ
と

を
、
鳩
ヶ
谷
市
と
協
議
の
上
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例

に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。 

 

④
川
口
市
及
び
鳩
ヶ
谷
市
の
廃
置
分
合

に
伴
う
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
期

等
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て 

 

鳩
ヶ
谷
市
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に

よ
る
委
員
で
あ
る
者
の
う
ち
２
人
は
、

川
口
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の
在
任
期

間
に
限
り
、
川
口
市
農
業
委
員
会
の
選

挙
に
よ
る
委
員
と
し
て
引
き
続
き
在
任

す
る
こ
と
を
、
鳩
ヶ
谷
市
と
協
議
の
上

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
合

併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ

り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。 

 
 

（
１
）
議
員
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
川
口
市
議
会
の
議
員
の

残
任
期
間
に
相
当
す
る
期
間
に
限

り
、
川
口
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を

増
加
し
、
鳩
ヶ
谷
市
の
区
域
を
そ
の

区
域
と
す
る
選
挙
区
を
設
け
、
増
員

選
挙
を
行
う
。 

（
２
）
合
併
特
例
法
第
８
条
第
５
項
の

規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

 
 

※
合
併
最
初
の
川
口
市
議
会
議
員

選
挙
で
は
、
新
市
で
定
め
た
議
員

定
数
と
な
り
ま
す
。 

（
３
）
合
併
後
の
議
員
定
数
に
つ
い
て

は
、
新
市
の
市
議
会
に
お
い
て
定
め

る
。 

議
員
・
特
別
職

 

議
員
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
議
会

の
協
定
項
目
で
次
の
よ
う
に
定
め

て
い
ま
す
。 

 

 

特
別
職
に
つ
い
て
は
、
鳩
ヶ
谷
市

の
次
の
方
が
失
職
と
な
り
ま
す
。 

○
常
勤
特
別
職 

市
長
・
副
市
長 

○
非
常
勤
特
別
職 

教
育
委
員
会
委
員
・
監
査
委
員
・ 

公
平
委
員
会
委
員
・ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

 

 
  

   

合併後の鳩ヶ谷市域の増員選挙の人数の算出方法（人口は平成１７年国勢調査） 

 川口市  480,079 人（人口）÷40 人（議員定数）≒12,000 人に議員 1人 

 鳩ヶ谷市  58,355 人（人口）÷15 人（議員定数）≒ 3,890 人に議員 1人 

 川口市の議員 1 人あたりの人口に合わせると 

鳩ヶ谷市  58,355 人（人口）÷12,000 人（川口市議員 1 人あたりの人口） 

                ＝4.86 人≒ 5 人 

となることから、鳩ヶ谷市域の議員の増員は 5 人となります。 

 

 

これまでの川口市の

法定議員定数は、人口

50 万人未満で 46 人で

したが、合併により人口

50 万人以上となり、法

定議員定数は 56 人とな

ります。



 

響（ひびき） 

事
務
事
業
一
元
化
調
査
（
平
成
２
３
年
２
月
１
４
日
現
在
）
で
は
、
川
口

市
あ
る
い
は
鳩
ヶ
谷
市
の
い
ず
れ
か
の
市
の
み
が
行
っ
て
い
る
事
務
事
業

は
、
両
市
を
合
わ
せ
ま
す
と
、
約
８
０
０
事
業
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
う
ち
、
川
口
市
の
み
で
行
っ
て
い
る
事
務
事
業
が
９
０
％
を
占
め
て
お

り
、
川
口
市
の
み
で
行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
数
が
大
き
く
上
回
っ
て
い
る

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

表
は
、
川
口
市
と
鳩
ヶ
谷
市
の
制
度
・
料
金
の
違
い
一
例
で
す
。 

表１ 川口市 鳩ヶ谷市 

住宅改修資金 

助成金事業 

上限 10 万円 実施なし（H23

年度実施予定） 

私道舗装 

助成金事業 

上限 300 万円 上限 200 万円 

私道排水設備補

助成金事業 

補助対象工事費

の 80％ 

補助対象工事費

の 40％～60％ 

 

両
市
の
事
業
の
比
較

①
鳩
ヶ
谷
市
庁
舎
の
活
用 

鳩
ヶ
谷
市
に
支
所
機
能
を
置
く
も
の
と
し
、
取
扱
い
業
務
に

つ
い
て
は
合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
鳩

ヶ
谷
市
庁
舎
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
分
庁
舎
機
能
等
を
含
め
調

整
し
ま
す
。 

平
成
２
３
年
１
０
月
１
１
日
の
合
併
ま
で
の
調
整
事
項 

 

今
後
は
、
３
月
中
に
埼
玉
県
知
事
に
合
併
の
申
請
。
そ
の
後
、

６
月
の
定
例
県
議
会
で
議
決
、
知
事
の
決
定
が
あ
り
、
総
務
大
臣

に
届
け
出
が
さ
れ
今
年
の
１
０
月
１
１
日
に
合
併
と
な
り
ま
す
。 

最
後
に
、
鳩
ヶ
谷
市
の
９
割
以
上
は
川
口
市
と
接
し
て
い
ま

す
。
新
た
な
川
口
市
と
し
て
大
い
な
る
飛
躍
を
願
い
ま
す
。 

②
町
・
字
名
の
取
扱
い 

川
口
市
の
町
名
と
同
一
及
び
類
似
の
鳩
ヶ
谷
市
の
町
名
に

つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
て
調
整
し
ま
す
。 

例 

本
町
→
鳩
ヶ
谷
本
町
、
緑
町
→
鳩
ヶ
谷
緑
町
、 

南
→
南
鳩
ヶ
谷 

※
現
在
、
鳩
ヶ
谷
市
に
お
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

表２ 川口市 鳩ヶ谷市 

水道料金 

(20 ㎥の場合) 

13㎜    2,163円 

20㎜    2,698円 

13㎜       2,215円 

20㎜       2,436円 

水道利用加入金 

(口径) 

13mm     80,000 円 

20mm    160,000 円 

13mm     130,000円 

20mm     200,000円 

下水道使用料 

(1か月に20㎥排水) 
1,354 円 1,795 円 

下水道受益者負担金 なし あり 

留守家庭児童保育料 

（課税世帯） 

一律     7,000 円 1,000 円～4,000 円 

（7 段階） 

保育料（最高限度額） 3歳児未満 60,000 円 

3 歳児   29,000 円 

4 歳児以上 25,000 円 

3 歳児未満 58,000 円 

3 歳児    28,000 円 

4 歳児以上 24,300 円 

上
の
表
１
は
、
助
成
金
制

度
、
下
の
表
２
は
上
下
水

道
・
保
育
料
等
の
料
金
に
つ

い
て
比
較
し
て
み
ま
し
た
。 

た
て
い
し 

や
す
ひ
ろ
☆
し
せ
い
（
市
政
・
姿
勢
・
至
誠
）
ブ
ロ
グ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
」




